
 

第２３９回 教育研究評議会議事要録 

 

日  時 令和６年６月２５日（火）１５時００分～１５時５５分 

場  所 大学本部棟５階第１会議室 

 

出 席 者 

（評議員）中村学長、黒澤・奥田・茅・片田・市川・小林 各理事、塙 副学長 

服部・小泉・中山・岸上 各学域長、幸田附属図書館長 

田中・谷口・郷・武井・大山・川村 各教授 

（列席者）長谷川・小谷・島 各学長補佐、齋藤・八巻監事 

志村・深澤・種田・壬生・雨宮・望月・石原 各部長 

植村・望月・齊藤・岩元・大坂・笹原・大森・加勢・千野・各課長 

 

議事要録確認 

 第 238回教育研究評議会（R6.5.28開催）議事要録を確認した。 

 

報告事項 

１ 令和６年３月学部卒業生等の状況について 

  奥田理事から、資料１により、標記学部卒業生の状況及び学部卒業者数・卒業延期者数の過去５

年の推移についての報告があった。併せて、学部及び関係部署と連携し、卒業延期者を減少させる

ための対策を早急に講じていきたい旨の説明があった。 

  

２ 全学共通教育改革に伴うＴＯＥＩＣの試行実施について 

  奥田理事から、資料２により、全学共通教育改革に伴い、標記試験を試行実施したことについて

報告があった。 

中村学長から、ＴＯＥＩＣの受験を通じ、学生に英語に対する自信をつけさせ、グローバル的思

考を広げさせるとともに、海外への留学者の増加にもつなげていきたい旨の発言があった。 

 

３ 令和６年度学内研究プロジェクトの実施について 

  茅理事から、資料３により、標記プロジェクトを実施することについて報告があった。 

  中村学長から、標記プロジェクトの一覧表について、学域運営会議等を通じて適切に周知する 

よう発言があった。 

 

４ 認証評価結果(R3受審)に対する「対応状況報告書」の提出について 

  黒澤理事から、資料４により、認証評価 (R3受審)において改善を要する点として指摘された事

項に対する標記報告書を、大学改革支援・学位授与機構に提出することについて報告があった。 

 

５ 教員の採用（昇任）報告について 

  片田理事から、資料５により、教員の採用及び昇任について報告があった。 

 

６ 労働基準監督署からの指摘事項への対応等について 

  片田理事から、資料６により、標記指摘事項の共有及び勤務管理の適切な取り扱いの徹底など

の対応について報告があった。 

   

７ 令和５年度内部監査結果報告及び令和６年度内部監査計画について 

  四氏監査室長から、資料７により、標記の報告及び監査計画について報告があった。 



 

審議事項 

１ 学士課程及び大学院におけるポリシーの一部改正（案）について 

奥田理事から、資料８により、教育学部の教育プログラム名称変更及び博士課程工学専攻におけ

る共通科目の掲載内容の修正などに伴い、標記ポリシーを一部改正することについて説明があり、

審議の結果、これを承認した。 

 

２ 学生の懲戒に関する規程の一部改正（案）について 

   奥田理事から、資料９により、懲戒処分案の決定に際しては、各学部等から学生委員会に付託す

ることを加えるため、標記規程を一部改正することについて説明があり、審議の結果、これを承認

した。 

 

３ 研究設備の共同利用ガイドラインの策定（案）について 

   茅理事から、資料 10により、本学が所有する研究設備の学内外における共同利用の推進を目的

に標記ガイドラインを策定することについて説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

４ 研究データ管理・公開ポリシーの策定（案）について 

   茅理事から、資料 11により、査読付き学術論文及び根拠データの公開が義務付けられたことに

伴い、標記ポリシーを策定することについて説明があり、審議の結果、これを承認した。 

なお、塙副学長から、研究データの定義を明確にした方がよいとの発言があったことを受け、今

後対応を検討していくこととした。 

 

５ 令和５年度自己点検・評価（案）について  

   黒澤理事から、資料 12により、標記自己点検・評価について説明があり、審議の結果、これを

承認した。 

 

６ 医学部医学科の入学定員（令和７年度）（案）について 

   黒澤理事から、資料 13により、標記入学定員に係る増員期間延長手続を行うことについて説明

があり、審議の結果、これを承認した。 

   小泉医学域長から、暫定的な増員分について、減員していくべきかの議論を開始している旨の

発言があった。 

   片田理事から、減員により関連の運営費交付金が減額されるため、それをも考慮し、検討してい

く旨の発言があった。 

 

７ 年次別の入学定員変更計画（案）について 

   黒澤理事から、資料 14により、令和 7年度の教育学部、生命環境学部、修士課程看護学専攻の

入学定員の変更について説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

８ 令和７年度概算要求（案）について  

   市川理事から、資料 15により、標記概算要求において「教育研究組織改革」については、５事

業（拡充２事業及び継続３事業）を選定したこと、「基盤的設備等整備」については設備マスター

プランの整備計画表を改定し、同プランに基づき選定したこと、及び要求順位等の取扱いについ

ては、学長一任としたいことについて説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

９ 大学管理スペースの使用許可（案）について 

   市川理事から、資料 16により、標記使用許可について説明があり、審議の結果、これを承認し

た。 



 

 

その他 

  ・中村学長から、資料により、国立大学協会声明についての説明があり、本声明について各学域に

おいても広く教職員に周知するよう発言があった。 

 

・中村学長から、新たに相談役を設けることに関し、目的や候補者についての説明があった。 

 

※ 次回は、令和６年７月 23日（火）15時 00分からの開催を確認した。 

 

※中村学長から、９月の教育研究評議会、大学院総合研究部会議、役員会は医学部キャンパスで開

催予定である旨の説明があった。 


